
2012年度 海洋生物生産学講座・卒業研究中間・卒論発表 
 

日  時：2012 年 7 月 26 日（木） 
午前の部 09:00～12:00 場所：理複 102 
卒論発表 13:30～14:00 場所：理 114 
午後の部 14:00～16:45 場所：理 114 

 
時間 発表者 タイトル 

09:00-09:15 前田 政勇 琉 球 列 島 に お け る ア カ マ ツ カ サ 属 ２ 種 、 ヨ ゴ レ マ ツ カ サ Myripristis     
murdjanとアカマとアカツカサM. berndtiの生活史 

09:15-09:30 浅原 達己 沖縄島におけるメギス Labracinus cyclophthalmaの生活史 
09:30-09:45 阿部  翔 トラフコウイカにおける記憶・学習の発達過程 
09:45-10:00 伊芸 大輝 ケンサキイカにおける初期生残と初期栄養条件の検討 
10:00-10:15 岡 明日美 沖縄島におけるテンジクダイ科魚類５種類の成熟様式 
10:15-10:30 蒲田なつみ 沖縄島のタイドプールに優占するスズメダイ科魚類２種、ルリスズメダ

イ Chrysiptera cyaneaとネズスズメダイ C. glaucaの生活史 
～休憩～  

 
 

10:45-11:00 河合恵理奈 沖縄島沿岸におけるヒラヤギ科 Annella 属の分布および形態の分子遺伝
学的解析の比較 

11:00-11:15 金城 承穏 熱帯性べラ科魚類ミツボシキュウセンにおける生殖腺刺激ホルモン放出
ホルモンのクローニングとその発現パターン 

11:15-11:30 國島 大河 沖縄島におけるイズミハゼ Mugilogobius sp.とナミハゼ M. chulaeの
生活史 

11:30-11:45 黒田 千智 ミトコンドリア DNA 多型によるドロクイの集団構造解析 
11:45-12:00 小泉 翔平 沖縄島におけるミノカサゴ亜科２種、キリンミノ Dendrochirus zebra

とハナミノカサゴ Pterois volitansの生活史 
～昼 休憩～ 
 

  

13:30-14:00 木田 耕太 
（卒論発表） 

沖縄島倉敷ダムにおけるオオクチバス Micropterus salmoides の生活
史 

14:00-14:15 関  航一 熱帯性タコ類における物理的要素の環境エンリッチメント効果 
14:15-14:30 関谷有実子 沖縄島および沖永良部島沿岸から分離されたテトラセルミス属株の分類

学的研究 
14:30-14:45 曽根 将之 マイクロサテライト DNA によるメコン川支流に生息する陸封型テナガ

エビの集団構造解析 
14:45-15:00 高橋  海 ミツボシキュウセンの日周リズム発現に及ぼす生息環境の影響 
 
～休憩～ 
 

  

15:15-15:30 豊崎宗一郎 アオリイカにおける記憶・学習の発達過程 
15:30-15:45 荷川取佑記 ルリスズメダイの生殖腺刺激ホルモン遺伝子のクローニングと発現パタ

ーン 

15:45-16:00 葉田 敬子 メラトニン含有餌投与がゴマアイゴの月周性産卵に及ぼす影響 
16:00-16:15 林田 宣之 沖縄島におけるタテフエダイ Lutjanus vittaの生活史 
16:15-16:30 福冨 奏人 集団遺伝構造解析による中城湾産トゲノコギリガザミの由来に関する研

究 
16:30-16:45 菅原 太玄 微細藻類の新規培養法の検討 
 


